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八 木  康 史
大阪大学 D3センター ライフデザイン・イノベーション拠点本部 特任教授／本部長

熟練者の高齢化や労働人口の減少が進む中、現場で培われた「暗黙知」やノウハウの伝
承が困難になっています。こうした知見は、技術の継続や安全・品質の確保に不可欠で
あり、人作業伝達の効率化は社会の持続性に直結する重要課題です。 このような社会
的背景を踏まえ、まずはライフサイエンス分野を足がかりに、人作業伝達という重要な
研究テーマに取り組みます。その中で、情報・AI、ロボティクス、ライフサイエンスな
どの各分野の専門家が連携し、AIモデルやアシストシステムの開発を推進します。そし
て、得られた成果を多様な分野へと展開していくことを目指します。

❶	ライフサイエンスの実験等における
	 暗黙知を発見・獲得するAIモデル
	� ライフサイエンス実験の多くをカバーすることを視野に

入れ、汎用的な実験操作を含む実験を設定し、実験を成
立させるために必要な暗黙知を抽出するAIモデルを構
築する。

	� また、課題毎に、熟練者と非熟練者で実験の成否に違い
があり、その解決が必要とされている実験操作を設定し、
暗黙知の発見・獲得を達成する。

❷	作業を支援するアシストシステム
	� AIによりリアルタイムに示される作業手順の提示、及び

作業支援（実験記録等）により、人と協同してライフサ
イエンスでの実験を支援するデバイス等を開発する。

	� また、本デバイス等に用いる機械可読なファイルを基に
した自動化システムへの応用
可能性を確認するために、ロ
ボット等を用いた検証を行う。
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■ 研究開発課題

グラント番号 JPMJKP25V1

BioSkillDX:ライフサイエンス実験作業の暗黙知獲得と作業支援

佐 藤  洋 一
東京大学 生産技術研究所 教授

研究代表者

本研究開発では、ライフサイエンス分野の研究開発の現場における実験作業のノウハウの効率的な蓄積と伝承に貢献することを目指し、大
規模ライフサイエンス実験作業データセットの構築と実験作業に関する暗黙知獲得のためのAI技術の開発を行います。

課題概要

グラント番号 JPMJKP25V2

熟練者を超えるバイオ実験を可能とするHybrid Intelligenceによる暗黙知の抽出と活用

前 川  卓 也
大阪大学 高等共創研究院／大学院情報科学研究科 教授

研究代表者

本研究開発では、AIと熟練者の協働によりバイオ実験の暗黙知を抽出・融合し、非熟練者が熟練者を超える実験遂行を可能にするプラット
フォームを開発します。そのために、（1）センサーを簡単に取り付け可能なプラグイン型オーグメンテッド クリーンベンチ、（2）実験の急
所をAIと熟練者の対話で抽出・融合するHybrid Intelligence、（3）融合知、を活用して非熟練者を支援するスーパー熟練作業支援AIを開発
します。

課題概要

グラント番号 JPMJKP25V3

巧技自在化AIの見えざる手が導く遺伝子改変操作の支援システム

青 山  忠 義
名古屋大学 大学院工学研究科 教授

研究代表者

本研究開発では、遺伝子改変操作における勘所・手技を含む巧技を、人の感覚系へ伝承する「巧技自在化AI」の構築と、マルチモーダル情報
提示インターフェースを介した遺伝子改変操作を支援するシステムの開発に取り組みます。この支援システムにより、非モデル動物におけ
る遺伝子改変操作のハードルを下げ、トランスレーショナル研究（基礎研究の成果を臨床へ応用する橋渡し研究）を加速し、医薬品・医療機
器開発に貢献します。

課題概要

グラント番号 JPMJKP25V4

AI・ロボティクスによる大規模自動ナノバイオイメージングの開発

上 田  昌 宏
大阪大学 大学院生命機能研究科 教授

研究代表者

近年、先端的光学顕微鏡を用いた細胞計測の自動化は急速に発展しています。一方、顕微鏡観察の前段階に当たる細胞培養や試料調製における、
細胞の生きの良しあしの識別や細胞株固有の癖への対応などは、研究者の知識や経験に頼ることが多く、このことが自動化の限界の要因と
なっています。本研究開発では、熟練研究者の細胞調製における暗黙知を、AI・ロボティクスを用いて形式知化し、細胞培養から1分子・超
解像ナノイメージングまでのプロセスの自動化を目指します。

課題概要


